








































 本書は序章と終章を含む計 6 章の構成となっている。各章の概要は次の通りである。 

















2.2 第 1章――ベトナム難民の捉え方 








2.3 第 2 章――「ベトナム難民」に対する「定住化」援助と「ベトナム難民」の生活の現
況 













2.4 第 3章――調査・分析 






















2.5 第 4章――調査・分析結果 





















と」の 3 点を指摘している。 
                                                  
3 著者が依拠する修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチの詳細については木下康仁の著
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5 カースルズとミラーは「経済的に動機づけられた移民と強制された移民を区別する必要がある」














も存在する。以下では 3 点に絞って指摘する。 
 
4.1 社会福祉学的なパースペクティブにもとづく難民援助事例の分析不足 
 著者は第 1 章で移民と難民が質的に異なる存在であると論じている。そうだとするなら
ば援助のあり方も両者で異なることが想像される。しかし、本書では社会福祉学の専門的
なパースペクティブに基づく難民援助のあり方が十分に提示されていない。その理由は大き




いる（武田 2009; 石河 2012）。また、エスニック・コミュニティを核とした支援に関する
研究もみられる（武田 2002, 2004）。さらに、地域福祉の観点からエスニック・マイノリテ
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6 浜松市における難民相談員の女性は、約 470 人のベトナム難民とその家族の定住促進に尽力し
た功績が認められ、平成 13 年度外務大臣賞を受賞している。浜松市在住のベトナム人からの
信頼は厚い。 
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